
『
堂
島
地
域
に
お
け
る
避
難
所
開
設
運
営
訓
練
』
出
務
報
告
書

訓
練
日
時
：
令
和
４
年
10
月
15
日
（
土
）
午
前
11
時
～

訓
練
場
所
：
堂
島
地
域
集
会
所
（
北
区
堂
島
２
─

２
─

26
）

　
　
　

公
益
財
団
法
人　

田
附
興
風
会 

医
学
研
究
所　

北
野
病
院　

救
急
科　

平　

川　

昭　

彦　

　

災
害
時
の
初
動
訓
練
に
対
し
て
、
地
域
住
民
の
方
々
の
災
害
へ
の
意
識

の
高
さ
に
驚
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
避
難
所
で
評
価
し
た
こ
と
を
い
か
に
区
役
所
や
医
師
会
な
ど

の
災
害
対
策
本
部
に
情
報
伝
達
す
る
か
な
ど
の
訓
練
も
実
施
し
て
い
た
だ

き
た
い
で
す
。

加
納
内
科　

加　

納　

康　

至　

　

堂
島
地
域
に
お
け
る
避
難
所
開
設
運
営
訓
練
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

前
半
は
避
難
所
の
開
設
に
関
す
る
訓
練
で
、
地
元
の
方
々
が
設
営
し
て
く

だ
さ
り
、
後
半
は
模
擬
患
者
の
ト
リ
ア
ー
ジ
を
し
ま
し
た
。
北
野
病
院
か

ら
参
加
く
だ
さ
っ
た
平
川
昭
彦
先
生
は
経
験
も
深
く
、
今
後
も
北
区
の
救

急
災
害
医
療
に
つ
い
て
ご
指
導
い
た
だ
け
る
も
の
と
期
待
し
ま
す
。

　

ま
た
今
後
は
こ
の
よ
う
な
訓
練
を
積
み
重
ね
る
こ
と
が
重
要
で
い
ざ
と

い
う
と
き
に
活
動
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
感
じ
ま
し
た
。
私
事
で
す
が
、

府
医
師
会
で
は
大
阪
府
の
災
害
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
委
員
を
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

る
ー
む
303	

シ
リ
ー
ズ
３

北
区
の
避
難
所
開
設
訓
練
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『
済
生
会
中
津
病
院
災
害
対
策
訓
練
』
出
務
報
告
書

訓
練
日
時
：
令
和
４
年
11
月
５
日
（
土
）
午
後
２
時
～

訓
練
場
所
：
大
阪
府
済
生
会
中
津
病
院
（
大
阪
市
北
区
芝
田
２
─
10
─
39
）

中
川
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク　

中　

川　

清　

彦　

　

午
後
２
時
大
阪
府
下
震
度
６
強
の
地
震
発
生
の
想
定
で
訓
練
が
行
わ

れ
、
今
回
の
目
標
は
「
実
践
し
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
見
直
し
修
正
を
」
で
あ
っ

た
。
訓
練
開
始
と
同
時
に
５
～
６
台
の
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
が
持
ち
込
ま
れ

災
害
対
策
本
部
長
（
病
院
長
）
お
よ
び
医
療
統
括
者
の
指
示
の
も
と
次
々

に
状
況
が
書
き
留
め
ら
れ
ク
ロ
ノ
ロ
ジ
ー
も
行
わ
れ
て
い
た
。
参
加
者
一

同
的
確
に
動
か
れ
、
特
に
看
護
師
さ
ん
達
の
動
き
は
良
く
訓
練
さ
れ
て
お

り
、
特
筆
す
べ
き
も
の
が
あ
っ
た
。
特
に
感
じ
た
こ
と
は
今
回
か
ら
院
内

Ｐ
Ｈ
Ｓ
が
使
用
不
能
と
な
っ
た
想
定
で
各
部
署
に
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
が
１

台
ず
つ
置
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
る
連
絡
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
て
い

た
の
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。
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